
佐
賀
藩

第
一
集

公
益
財
団
法
人
　
鍋
島
報
效
会
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は
じ
め
に

平
成
二
十
一
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
文
化
庁
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
事
業
に
採
択
さ
れ
て
以
来
︑﹁
佐
賀
城
下
絵
図
を
読
み

解
き
︑
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
！
﹂
の
テ
ー
マ
で
︑
徴
古
館
を
中
心
と
し
た
﹁
さ
が
城
下
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
﹂
を
組
織
し
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒
そ
の
間
︑
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
史
料
の
翻
刻
・
解
読
︑
刊
行
事
業
も
実
施
し
︑﹃
佐
賀
城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
﹄︵
平

成
二
十
二
年
度
︶
︑﹃
明
和
八
年

屋
敷
御
帳
扣
﹄︵
平
成
二
十
三
年
度
︶︑﹃
佐
賀
城
下
法
令
史
料
集
﹄︵
平
成
二
十
五
年
度
︶
を
︑
ま
た
﹁
元

文
五
年
佐
賀
城
廻
之
絵
図
﹂
﹁
文
化
五
年
佐
賀
御
城
下
絵
図
﹂
の
複
製
も
出
版
い
た
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
平
成
三
十
年
に
は
佐
賀
県
を
中
心
と
し
た
﹁
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
(会
期
：
平
成
三
十
年
三
月
十
七
日
～
三
十
一
年
一

月
十
四
日
)
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
支
援
事
業
へ
の
応
募
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
実
行
委
員
会
は
緩
や
か
な
連
携
を
行
い
な
が
ら
︑
引
き
続

き
﹁
佐
賀
城
下
探
訪
会
﹂
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑佐
賀
の
歴
史
を
解
明
す
る
基
本
的
な
史
料
の
翻
刻
作
業
は
継
続
し
て
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
︑
こ
の
度
﹃
佐
賀
藩

褒
賞
録

第
一
集
﹄
と
し
て
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
︒

こ
の
｢
褒
賞
録
｣
と
は
︑
佐
賀
藩
士
や
藩
民
を
褒
賞
し
た
記
録
で
︑
第
六
代
鍋
島
宗
教
公
の
時
代
か
ら
存
在
し
ま
す
が
︑
今
回
は
第
一
集

と
し
て
第
十
代
直
正
公
の
時
代
を
中
心
に
明
治
初
め
ま
で
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
︒
特
に
︑
ご
先
祖
の
功
績
を
知
る
に
は
何
よ
り
の
資
料

か
と
思
わ
れ
ま
す
︒
本
書
が
広
く
活
用
さ
れ
︑
佐
賀
藩
の
歴
史
・
文
化
の
解
明
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
︒

最
後
に
刊
行
に
関
わ
ら
れ
た
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
︒

令
和
二
年
十
二
月

公
益
財
団
法
人

鍋

島

報

效

会
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目
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口
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じ
め
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凡
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解
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表

別
表
二

明
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録
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別
表
三

外
様
諸
役
系
図

一

褒
賞
録
書
抜
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２
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５
ー
１
８
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１

文
政
三
年
(１
８
２
０
)五
月
か
ら

天
保
四
年
(１
８
３
３
)二
月
ま
で

二

褒
賞
録

大
殿
様
御
在
府
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５
５
ー
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７
)
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文
政
十
三
年
(１
８
３
０
)二
月
か
ら

同
年
三
月
ま
で

三
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録

齊
正
公
御
代
始
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５
ー
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７
)
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文
政
十
三
年
(１
８
３
０
)二
月
か
ら

同
年
三
月
ま
で



−376−

四

褒
賞
録

上
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５
ー
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９
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天
保
十
一
年
(１
８
４
０
)五
月
か
ら

弘
化
二
年
(１
８
４
５
)十
二
月
ま
で

五

褒
賞
録

弘
化
三
年
上

(鍋
２
５
５
ー
２
０
)
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159

弘
化
三
年
(１
８
４
６
)一
月
か
ら

安
政
三
年
(１
８
５
６
)十
二
月
ま
で

六

褒
賞
録

上

(鍋
２
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５
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７
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255

安
政
四
年
(１
８
５
７
)一
月
か
ら

明
治
二
年
(１
８
６
９
)十
二
月
ま
で

七

褒
賞
録

(鍋
２
５
５
ー
２
４
)
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安
政
六
年
(１
８
５
９
)一
月
か
ら

慶
応
三
年
(１
８
６
７
)六
月
ま
で

八

褒
賞
録

下

(鍋
２
５
５
ー
２
８
)









































































































































































































































339

明
治
二
年
(１
８
６
９
)二
月
か
ら

明
治
四
年
(１
８
７
０
)八
月
ま
で

九

褒
美
役
米
帳

(鍋
２
５
５
ー
２
３
)
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慶
応
二
年
(１
８
６
６
)八
月

十

賞
典
御
書
附
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５
ー
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９
)







































































































































































































































379

明
治
二
年
(１
８
６
９
)三
月

人
名
索
引
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解

題

永
松

亨

褒
賞
録
は
鍋
島
報
效
会
所
蔵
(佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
)
鍋
島
家
文
庫
の
中
の
史
料
群
で
︑
藩
政
時
代
を
通
じ
て
褒
賞
さ
れ
た
人
及
び
そ

の
理
由
等
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
︒

古
く
は
宝
暦
(
一
七
五
五
～
一
七
六
三
)
年
代
(第
六
代
宗
教
代
後
期
)
か
ら
︑
最
も
近
い
も
の
で
明
治
三
年
(一
八
七
〇
)
ま
で
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
︒

｢
褒
賞
録
｣
と
名
書
き
の
あ
る
文
書
綴
は
19
点
を
数
え
︑
そ
の
外
︑
盂
蘭
盆
・
歳
暮
に
お
け
る
拝
領
・
御
合
力
の
書
出
が
８
点
︑
そ
の
他

３
点
︑
合
計
30
点
の
史
料
群
で
あ
る
︒
(別
表
一
参
照
・
解
題
末
尾
掲
載
)

本
書
は
︑
そ
の
中
か
ら
最
も
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
幕
末
期
に
的
を
絞
り
︑
主
に
第
十
代
鍋
島
直
正
公
お
よ
び
第
十
一
代
鍋
島
直
大

公
時
代
を
採
り
上
げ
ま
と
め
た
︒
な
お
︑
原
本
の
編
纂
時
期
が
九
代
齊
直
公
時
代
の
途
中
文
政
三
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
た
め
︑
一
部
齊

直
公
時
代
が
含
ま
れ
て
い
る
︒

褒
賞
録
は
︑
受
賞
者
・
褒
賞
事
由
・
褒
賞
内
容
と
い
っ
た
事
項
を
主
と
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
れ
ら
は
多
岐
に
亘
り
︑
主
な
も

の
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

褒
賞
事
由

１
︑
多
年
在
勤
︑
老
齢
・
病
気
に
よ
り
致
仕
・
死
去

↓

多
年
の
勤
功
に
対
し
褒
賞

２
︑
在
勤
中
の
優
秀
な
職
務
遂
行

３
︑
長
崎
警
備
中
へ
の
激
励

４
︑
江
戸
参
府
・
滞
在
費
用
不
足
︑
藩
船
建
造
・
修
理
に
対
す
る
献
金

５
︑
藩
庁
・
御
内
へ
の
出
入
商
人
へ
の
褒
美

６
︑
公
儀
・
他
藩
と
の
対
応
・
交
渉
等
の
成
果
に
対
す
る
褒
美

７
︑
長
寿
者
へ
の
お
祝
い
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８
︑
道
場
主
な
ど
武
術
指
導
の
成
果
に
対
す
る
褒
美

９
︑
武
術
・
学
問
な
ど
優
秀
な
家
臣
・
家
臣
の
子
弟
へ
の
褒
美

10
︑
貧
困
者
救
済
・
災
害
救
援
な
ど
善
行
に
対
す
る
褒
美

一
方
︑
褒
賞
の
中
身
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
︒
大
き
く
分
け
て
︑
役
職
昇
進
︑
身
分
の
格
上
げ
・
禄
高
の
増
加
・
名
跡
復
活
・
金
穀
拝
領

な
ど
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
少
し
詳
し
く
見
て
い
く
︒

褒
賞
内
容

１
︑
役
職
・
身
分
昇
格

ア
︑
着
座
仰
付
に
よ
り
石
高
が
２
５
０
石
に
増
加

イ
︑
手
明
鑓
か
ら
一
代
侍
へ

ウ
︑
足
軽
か
ら
御
歩
行
・
手
明
鑓
へ

エ
︑
手
男
か
ら
足
軽
へ
取
立

２
︑
切
米
・
扶
持
新
規
拝
領
・
加
増

３
︑
金
穀
拝
領

銀
子
・
青
銅
・
米

毎
歳
・
そ
の
時
の
み
な
ど
段
階
あ
り

４
︑
御
目
見
・
名
披
露

５
︑
家
督
相
続

６
︑
断
絶
し
た
家
名
の
復
活

以
上
︑
褒
賞
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
述
べ
た
が
︑
次
に
本
書
収
録
時
期
中
の
大
き
な
出
来
事
に
関
わ
り
︑
同
時
に
多
数
の
人
達
へ
の

褒
賞
の
事
例
を
拾
っ
て
み
た
い
︒

第
十
代
直
正
公
の
時
代
は
︑
正
に
幕
末
動
乱
の
時
期
で
あ
り
︑
劇
的
な
事
象
が
多
く
発
生
し
て
お
り
︑
多
難
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は

ご
存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
︒
直
正
公
が
第
十
代
藩
主
と
し
て
家
督
相
続
・
初
入
部
に
際
し
︑
種
々
の
手
数
・
心
遣
な
ど
藩
士
の
苦
労
に
対

す
る
褒
賞
は
︑
約
２
４
０
名
に
達
し
て
い
る
︒
(Ｐ
71
～
Ｐ
89
)

ま
た
︑
幕
末
に
お
け
る
外
圧
へ
の
防
備
の
近
代
化
︑
就
中
佐
賀
藩
で
は
長
崎
の
防
備
に
万
全
を
期
す
た
め
︑
神
嶋
・
四
郎
島
の
防
塞
化
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工
事
な
ど
︑
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
事
柄
で
あ
り
︑
そ
の
対
策
な
ど
多
く
の
施
策
が
実
施
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
に
対
す
る
褒
賞
の
回
数
・

人
員
数
も
多
く
な
り
︑
鍋
島
安
房
(須
古
・
茂
真
)な
ど
親
類
同
格
・
家
老
・
着
座
あ
わ
せ
て
40
余
名
に
対
し
て
褒
賞
し
て
い
る
︒

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
使
節
船
(別
称
・
紅
毛
船
)
渡
来
へ
の
対
応
に
関
し
て
︑
鍋
島
山
城
(白
石
・
直
章
)
な
ど
重
役

６
名
の
外
︑
中
堅
家
臣
は
勿
論
︑
２
４
０
名
余
へ
そ
の
働
き
に
応
じ
て
褒
賞
を
行
っ
て
い
る
︒
(Ｐ
１
４
４
～
１
５
１
)

弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
船
渡
来
へ
の
早
速
立
な
ど
に
対
す
る
褒
賞
は
鍋
島
山
城
な
ど
重
役
６
名
の
ほ
か
藩
士
約

５
５
０
名
に
御
酒
を
振
舞
っ
て
い
る
︒
(Ｐ
１
６
６
～
１
７
１
)

な
お
本
件
に
関
し
て
は
︑
鍋
島
孫
六
郎
(深
堀
・
茂
辰
)
が
幕
府
か
ら
銀
20
枚
の
褒
美
を
頂
戴
し
て
お
り
︑
幕
府
か
ら
も
そ
の
功
績
を
讃

え
ら
れ
て
い
る
︒
(Ｐ
１
６
６
)

嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
ロ
シ
ア
船
渡
来
な
ど
の
事
象
へ
の
対
応
な
ど
は
︑
幕
末
に
お
け
る
我
が
国
の
置
か
れ
た
立
場
の
一
端
が
垣
間
見

え
る
︒
こ
の
ロ
シ
ア
船
渡
来
の
際
に
は
︑
鍋
島
上
総
(武
雄
・
茂
昌
)
等
重
役
４
名
に
は

上

下

︵
か
み
し
も
︶

等
︑
着
座
ク
ラ
ス
の
家
臣
に
も
そ
の
働
き

に
応
じ
て
麻
上
下
ま
た
は
御
酒
頂
戴
︑
一
般
藩
士
に
対
し
て
も
そ
の
任
務
・
働
き
の
度
合
に
応
じ
て
銀
子
ま
た
は
御
酒
︑
そ
の
人
数
は
３

２
０
名
に
上
る
︒
(Ｐ
２
１
５
)

ま
た
こ
の
時
︑
同
じ
く
鍋
島
安
房
・
鍋
島
上
総
・
多
久
長
門
(多
久
・
茂
族
)・
鍋
島
左
馬
助
(深
堀
・
茂
精
)
４
名
が
幕
府
か
ら
銀
子
・

時
服
を
拝
領
し
た
︒
(Ｐ
２
３
１
)

こ
れ
ら
の
外
︑
多
人
数
に
褒
賞
を
行
っ
た
主
な
事
例
を
挙
げ
て
お
く
︒

１
︑
嘉
永
六
年
伊
王
嶋
・
神
嶋
増
築
に
対
し
て
は
重
役
５
名
の
ほ
か
︑
重
立
つ
藩
士
約
40
名
(Ｐ
２
２
２
～
Ｐ
２
２
６
)

２
︑
嘉
永
七
年
筒
井
肥
前
守
神
嶋
巡
見
時
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
︑
32
名
(Ｐ
２
２
１
)

３
︑
同
年
イ
ギ
リ
ス
船
渡
来
の
際
重
役
３
名
の
ほ
か
︑
約
２
５
０
名
(Ｐ
２
３
１
～
Ｐ
２
３
４
)

４
︑
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)︑
長
崎
ほ
か
開
港
後
に
は
多
く
の
外
国
船
が
来
港
し
て
お
り
︑
そ
の
応
接
に
対
し
て
約
２
０
０
名
(Ｐ

２
４
３
～
２
４
６
)

５
︑
万
延
元
年
(
一
八
六
〇
)筑
後
川
未
曽
有
の
洪
水
に
立
ち
働
い
た
藩
士
等
35
名
(Ｐ
２
７
６
・
２
８
９
)

６
︑
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)末
か
ら
三
年
初
に
か
け
︑
元
藩
人
改
役
・
庄
屋
等
役
１
０
０
名
に
｢今
般
御
変
革
に
廃
さ
れ
︑
兼
而
の

職
業
も
な
く
︑
渡
世
の
目
的
も
付
き
か
ね
︑
難
渋
の
次
第
︑
御
合
力
と
し
て
一
生
米
三
俵
つ
つ
｣
与
え
ら
れ
て
い
る
︒
(Ｐ
３
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６
６
～
Ｐ
３
６
９
)

直
正
公
は
︑
藩
祖
直
茂
公
の
御
壁
書
に
も
あ
る
﹁
人
間
は
下
程
骨
折
り
候
事
︑
能
く
知
る
べ
し
﹂
と
の
教
訓
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
よ

う
で
あ
り
︑
公
儀
な
ど
外
か
ら
の
高
い
評
価
に
つ
い
て
は
︑
現
場
に
居
る
藩
士
な
ど
作
業
従
事
者
に
速
や
か
に
伝
え
︑
従
事
者
一
同
は
勿
論
︑

責
任
者
は
特
に
褒
賞
し
た
︒
こ
の
こ
と
は
︑
直
正
公
が
家
臣
・
領
民
に
対
し
て
の
や
さ
し
さ
・
心
配
り
の
一
端
が
窺
え
る
こ
と
で
も
あ
る
︒

以
上
は
︑
一
事
象
に
対
し
て
多
人
数
の
褒
賞
の
例
で
あ
る
︒

次
に
個
人
と
し
て
褒
賞
さ
れ
た
数
例
を
紹
介
す
る
︒

１
︑
鍋
島
安
房

花
杏
葉
紋
代
々
拝
領

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)酉
九
月
廿
一
日

安

房

多
年
当
役
仰
せ
付
け
ら
れ
︑
御
国
家
御
興
隆
御
仕
組
仰
出
の
趣
︑
精
慮
を
尽
し
讃
談
を
し
︑
諸
般
共
御
主
意
行
届
候
通
︑
抜

群
の
勤
労
は
格
別
の
も
の
で
あ
り
︑
厚
き
思
召
を
も
っ
て
︑
(こ
れ
ま
で
一
代
と
さ
れ
て
い
た
が
)
代
々
続
い
て
花
杏
葉
御
紋

を
拝
領
す
る
よ
う
仰
出
さ
れ
候

(Ｐ
１
８
７
)

安
房
は
︑
藩
主
直
正
公
の
異
母
兄
で
︑
親
類
同
格
の
須
古
鍋
島
家
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
︑
直
正
公
の
最
重
要
の
ブ
レ
ー
ン
で
︑

す
べ
て
の
政
策
に
関
し
て
最
良
の
相
談
相
手
で
も
あ
っ
た
︒
た
め
に
︑
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

２
︑
田
代
孫
三
郎

神
嶋
・
四
郎
嶋
海
中
御
築
留

嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
)寅
七
月
十
三
日

田
代
孫
三
郎

其
方
御
増
築
方
を
仰
せ
付
け
ら
れ
︑
海
中
御
築
留
お
よ
び
四
郎
嶋
崎
雲
山
上
巖
石
の
切
下
げ
︑
両
島
共
陣
屋
よ
り
御
台
場
へ

の
通
路
を
切
り
開
き
︑
又
は
山
中
の
切
り
通
し
其
外
至
っ
て
難
工
事
で
あ
り
︑
そ
の
中
で
も
海
中
御
築
留
(四
郎
嶋
・
神
嶋
間

の
埋
立
工
事
)
は
荒
波
の
場
所
柄
で
あ
り
︑
更
に
は
見
通
し
も
不
可
能
な
場
所
に
も
拘
わ
ら
ず
︑
(中
略
)計
画
ど
お
り
成
功
し

た
︒
こ
れ
は
他
に
は
例
の
な
い
抜
群
の
功
績
で
あ
り
︑
役
米
拾
石
を
拝
領
さ
せ
ら
れ
候

(Ｐ
２
２
４
)

孫
三
郎
は
︑
当
時
十
一
人
扶
持
米
十
九
石
八
斗
(安
政
三
～
五
年
早
引
)
の
身
分
で
あ
る
が
︑
こ
の
時
拝
領
し
た
役
米
十
石
は
︑
お

よ
そ
五
割
増
の
収
入
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
孫
三
郎
の
功
積
に
対
し
て
そ
の
死
後
に
も
嫡
子
兵
助
へ
跡
目
相
続
と
銀
十
枚
を
贈
っ
て
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い
る
︒

(Ｐ
２
６
５
)

３
︑
杉
谷
雍
助

反
射
爐
・
錐
台
お
よ
び
御
備
筒
等
製
作

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)亥
四
月
八
日

杉
谷
雍
助

其
方
儀
︑
大
銃
製
造
方
手
伝
役
仰
せ
付
け
置
か
れ
︑
一
体
鉄
銃
御
鋳
造
ニ
つ
い
て
反
射
爐
・
錐
台
等
御
取
立
と
相
成
候
義
は
︑

是
迄
本
邦
で
は
相
触
ら
れ
ず
︑
全
く
新
規
之
事
ニ
付
︑
御
創
業
之
砌
よ
り
日
夜
工
夫
を
凝
し
︑
両
嶋
御
備
筒
を
始
︑
公
儀
御

頼
御
筒
を
も
速
や
か
に
ニ
御
成
就
︑
公
納
も
相
済
さ
れ
︑
抜
群
勤
労
︑
格
別
御
用
に
相
立
ち
候
付
︑
居
肩
(身
分
)
召
替
え
ら

れ
︑
一
代
侍
に
召
成
さ
れ
︑
五
人
御
扶
持
を
拝
領
さ
せ
ら
れ
︑
大
銃
製
造
方
附
役
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
候

(Ｐ
２
９
６
︶

こ
の
時
期
は
雍
助
・
中
村
奇
輔
(後
出
)
等
の
技
術
者
が
重
用
さ
れ
活
躍
し
た
時
期
で
あ
る
︒
こ
の
時
雍
助
は
手
明
鑓
の
身
分
で

あ
っ
た
が
︑
侍
の
身
分
へ
昇
格
し
た
︒

４
︑
齊
藤
文
藏

連
発
砲
・
線
銃
・
大
砲
条
立
器
製
作

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)九
月
十
九
日

齋
藤
文
藏

新
発
明
三
十
二
連
発
砲
製
作
︑
御
買
揚
之
義
願
出
︑
其
通
被

御
聞
届
候
︑
右
は
必
用
之
軍
器
︑
西
洋
に
お
い
て
も
未
発
之

事
候
処
︑
入
費
等
之
筋
相
厭
わ
ず
︑
年
来
日
夜
心
魂
を
砕
︑
形
の
如
く
其
製
作
を
完
了
︑
御
軍
用
と
し
て
備
え
候
義
は
勿
論
︑

前
断
時
勢
柄
を
存
︑
職
業
之
筋
一
図
勉
励
︑
以
後
尚
又
御
用
相
立
つ
べ
く
︑
大
変
殊
勝
の
至
り
に
思
召
さ
れ
候
︑
こ
れ
に
よ

り
金
五
両
拝
領
さ
せ
ら
れ
︑
将
又
右
銃
器
︑
一
代
専
売
被
免
候
事

︵
Ｐ
３
５
８
︶

明
治
三
年
(
一
八
七
〇
)午
三
月
廿
日

齋
藤
文
藏

元
諸
職
人
の
頃
︑
大
銃
製
造
方
勤
務
中
︑
兼
て
か
ら
職
業
に
つ
い
て
は
練
熟
し
て
お
り
︑
西
洋
で
発
明
さ
れ
た
器
械
な
ど
も

速
か
に
会
得
し
︑
そ
の
中
で
も
線
銃
・
大
砲
条
立
器
等
は
全
く
自
分
の
工
夫
で
拵
え
立
︑
一
際
抜
き
ん
出
て
御
用
に
た
っ
て

い
た
処
︑
そ
の
役
局
が
先
般
武
庫
所
へ
統
合
廃
止
さ
れ
︑
勤
務
が
と
り
揚
ら
れ
候
︑
勤
め
初
め
て
十
二
ヶ
年
の
勤
務
に
対
し
︑

一
生
米
五
俵
づ
つ
拝
領
さ
せ
ら
れ
候
(Ｐ
３
６
４
)
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こ
れ
ま
で
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
の
佐
賀
で
の
製
作
成
功
に
つ
い
て
は
否
定
的
意
見
が
多
く
あ
る
や
に
聞
い
て
い
る
が
︑
線
銃
・

大
砲
条
立
器
製
作
に
対
し
て
褒
賞
し
て
い
る
こ
と
は
︑
そ
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
証
左
で
も
あ
る
と
愚
考
す
る
︒
こ
の
一
条

が
今
後
の
検
討
に
価
い
す
る
こ
と
を
願
う
︒

こ
の
ほ
か
︑
同
じ
よ
う
に
大
銃
製
造
等
に
拘
わ
っ
た
旧
藩
士
・
職
人
の
内
︑
技
術
面
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
人
へ
同
日
付
で
褒

賞
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
略
記
す
る
︒

５
︑
石
丸
儀
七

攻
城
台
製
造

元
大
銃
製
造
方
大
工
小
頭
︑
諸
組
渡
大
砲
を
始
︑
二
十
四
封
度
攻
城
台
其
外
数
百
挺
を
製
造
︑
一
生
米
五
俵
拝
領
さ
せ
ら
れ

候
事

(Ｐ
３
６
５
)

６
︑
籏
崎
文
八

石
火
矢
錐
鑽
所
錐
台
蒸
気
仕
懸

元
大
銃
製
造
方
勤
務
︑
石
火
矢
錐
鑽
所
錐
台
蒸
気
仕
懸
等
︑
工
合
が
悪
い
ケ
所
な
ど
夫
々
修
理
︑
一
生
米
三
俵
づ
つ
拝
領
さ

せ
ら
れ
候
事

(Ｐ
３
６
５
)

江
戸
時
代
︑
佐
賀
藩
に
限
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
藩
は
︑
家
臣
の
新
規
召
抱
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
幕
末
の
こ
の
時
期

佐
賀
藩
に
お
い
て
は
︑
長
崎
防
備
の
強
化
充
実
を
図
る
た
め
︑
大
砲
製
作
の
た
め
の
反
射
爐
築
造
を
始
め
︑
蒸
気
船
の
製
造
な
ど
︑
他
藩

に
先
ん
じ
て
西
欧
技
術
の
導
入
を
進
め
た
︒
そ
の
た
め
︑
国
内
で
も
指
折
り
の
優
秀
な
技
術
者
で
あ
る
人
材
を
召
し
抱
え
︑
藩
内
の
技
術

向
上
を
目
指
し
た
︒

１
︑
中
村
奇
輔

安
政
三
年
(
一
八
五
六
)辰
十
二
月
晦
日

中
村
奇
輔

(京
都
の
人
・
広
瀬
元
恭
門
人
)

其
方
儀
︑
召
抱
ら
れ
︑
侍
に
召
成
さ
れ
︑
拾
五
人
御
扶
持
拝
領
さ
せ
ら
れ
候

(Ｐ
２
５
４
︶
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２
︑
石
黒
貫
二

文
久
元
年
(
一
八
六
一
)酉
九
月
二
十
五
日

丹
後
国
辺
牧
野
豊
前
守
殿
家
来

石
黒
易
兵
衛
弟

石
黒
貫
二

其
方
儀
︑
被
召
抱
ら
れ
︑
侍
に
召
成
さ
れ
︑
拾
五
人
御
扶
持
拝
領
さ
せ
ら
れ
候

(Ｐ
２
８
５
)

こ
の
よ
う
に
︑
色
々
な
角
度
か
ら
読
み
進
め
れ
ば
︑
そ
の
時
代
の
模
様
な
ど
も
一
部
窺
い
知
る
こ
と
も
出
来
︑
興
味
深
い
資
料
と
言
え

よ
う
︒

こ
の
ほ
か
︑
永
年
勤
続
の
後
退
職
・
死
去
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
︑
初
勤
以
来
の
簡
単
な
経
歴
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
︑

い
わ
ば
一
種
の
経
歴
書
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
︑
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
︒
最
近
︑
自
分
の
先
祖
捜
し
の
御
方
が
見

受
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
も
あ
り
︑
そ
の
一
助
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒
な
お
︑
参
考
資
料
と
し
て
解
題
末
尾
に
幕
末
に
お
け
る
職

制
等
を
と
り
ま
と
め
た
史
料
の
中
か
ら
別
表
二
﹁
明
細
録
抜
萃
﹂
別
表
三
﹁
外
様
諸
役
系
図
﹂
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
︒

ま
た
︑
鍋
島
報
效
会
に
お
い
て
︑
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
鍋
島
家
文
庫
各
文
書
中
の
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
充
実
に
も
役
立
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
る
︒

本
書
の
解
読
に
あ
た
り
︑
鍋
島
報
效
会
諸
士
の
ご
援
助
に
対
し
︑
記
し
て
感
謝
を
述
べ
ま
す
︒
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別
表
一

鍋

島

家

文

庫

褒

賞

録

一

覧

表

請
求
番
号

題

名

編

纂

元

収

録

年

代

冊
数

法
量
タ
テ
㎝

鍋
２
５
５
�
1

褒
賞
録

佐
賀
藩

寛
政
３
～
７
年

1

27

鍋
２
５
５
�
2

褒
賞
録

佐
賀
藩

明
和
５
～
安
永
５
年

1

27

鍋
２
５
５
�
3

褒
賞
録

佐
賀
藩

寛
政
以
降

1

27

鍋
２
５
５
�
4

褒
賞
録

佐
賀
藩

宝
暦
５
～
明
和
５
年

1

26

鍋
２
５
５
�
5

褒
書
抜

佐
賀
藩

寛
政
元
～
文
化
元
年

1

26

鍋
２
５
５
�
6

褒
賞
録

佐
賀
藩

文
化
6
年

1

27

鍋
２
５
５
�
7

褒
賞
録
書
抜

佐
賀
藩

文
化
７
年
～
同
11
年

1

27

鍋
２
５
５
�
8

盆
前
拝
領
銀
扣

御
側
頭
役
所

文
政
２
年

1

26

鍋
２
５
５
�
9

褒
賞
録
書
抜

佐
賀
藩

文
化
12
～
文
政
２
年

1

27

鍋
２
５
５
�
10

歳
暮
御
合
力
扣

御
側
頭
役
所

文
政
５
年
12
月
(在
国
)

1

27

鍋
２
５
５
�
11

歳
暮
拝
領
銀
扣

御
側
頭
役
所

文
政
６
年
12
月
(御
留
守
)

1

27

鍋
２
５
５
�
12

盆
前
歳
暮
拝
領
銀
扣

御
側
頭

文
政
９
年

1

26

鍋
２
５
５
�
13

盆
前
歳
暮
御
合
力
扣

御
側
頭

文
政
10
年

1

27

鍋
２
５
５
�
14

褒
賞
録
書
抜

三
御
丸
御
年
寄
手
許

文
政
３
～
12
年

齊
直
公
御
代

1

27

鍋
２
５
５
�
15

褒
賞
録
書
抜

御
年
寄
手
許

文
政
３
～
12
年

齊
直
公
御
代

1

27

鍋
２
５
５
�
16

盆
前
歳
暮
御
合
力
扣

御
側
頭

文
政
13
年

1

27

鍋
２
５
５
�
17

褒
賞
録

御
年
寄
手
許

文
政
７
年
12
月
～
13
年
２
月

4

28

鍋
２
５
５
�
18

褒
賞
録
書
抜

佐
賀
藩

文
政
３
年
～
天
保
４
年

1

27

鍋
２
５
５
�
19

褒
賞
録

佐
賀
藩

天
保
11
～
弘
化
２
年

1

26

鍋
２
５
５
�
20

褒
賞
録

佐
賀
藩

弘
化
３
年
～
安
政
３
年

1

26

鍋
２
５
５
�
21

皿
山
役
々
御
合
力
御
定

陶
器
仕
組
方

嘉
永
２
年
12
月

1

28

鍋
２
５
５
�
22

褒
賞
段
取
附
録

書
上
方

文
久
元
年

1

30

鍋
２
５
５
�
23

褒
美
役
米
帳

佐
賀
藩

慶
応
２
年

1

27

鍋
２
５
５
�
24

褒
賞
録

御
留
守
方

安
政
６
年
～
慶
応
３
年

1

28

鍋
２
５
５
�
25

魯
西
亜
船
渡
来
・
・
・

佐
賀
藩

安
政
１
年
公
儀
拝
領
有
之
候

1

26

鍋
２
５
５
�
26

御
側
御
裁
許
録

佐
賀
藩
御
年
寄
役
所

文
政
13
年
～
天
保
10
年

1

26

鍋
２
５
５
�
27

褒
賞
録

佐
賀
藩

安
政
４
年
～
明
治
２
年

1

27

鍋
２
５
５
�
28

褒
賞
録

佐
賀
藩

明
治
２
年
～
明
治
４
年

1

27

鍋
２
５
５
�
29

賞
典
御
書
附

佐
賀
藩
賞
典
方

明
治
２
年

1

27

鍋
２
５
５
�
30

御
褒
賞
吟
味
録

佐
賀
藩

1

30
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表
紙

(朱
字
)

�
二
十
番
�

自
文
政
三
年

褒
賞
録
書
抜

至
天
保
四
年



一

文
政
三
年
辰
五
月
廿
三
日
︑
相
談
人
石
井
左
近
ゟ

一
類
足
軽牟
田
伊
之
助

勤
年
数
三
十
一
ヶ
年

其
方
一
類
足
軽
松
川
作
右
衛
門
儀
︑
御
懸
硯
方
下
役
相
勤
居
候
処
︑
平
日

志
厚
精
勤
御
用
相
立
︑
当

御
参
勤
ニ

付
江
戸
罷
越
居
候
処
︑
病
気
差
出

快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
前
辺
別
役
彼
是
多
年
別
而

骨
折
候
段
達

上

聞
︑
毎
歳
八
木
五
俵
忰
代
迄
被
為
拝
領
候

一

文
政
三
年
辰
五
月
廿
四
日
︑
石
井
左
近
ゟ

足

軽

大
串
藤
兵
衛

廿
六
年

其
方
親
忠
藏
儀
︑
長
崎
御
屋
敷
御
門
番
警
固
兼
相
勤
居
候
処
︑
病
気
差
出

勤
方
不
相
叶
由
︑
前
辺
白
帆
方
増
番
彼
是
︑
多
年
別
而

骨
折
候
段
達

上

聞
︑
青
銅
五
貫
文
被
為
拝
領
候

一

文
政
三
年
辰
六
月
八
日
︑
相
談
人
秀
嶋
兵
左
衛
門
ゟ

	
請
役
所
台
子
樋
口
正
可

代
居
友
可

中
溝
元
知

野
中
朝
古

石
丸
松
悦

請
役
所
使
番

武
藤
平
藏

石
井
伴
藏

御
酒
料

古
川
佐
五
右
衛
門

壱
貫
九
百
文
舫

靏

田
理
八

副
嶋
源
助

川
原
喜
兵
衛

竹
下
夘
平

下
坊
主

野
崎
久
悦

江
口
可
悦

手

男

伊
兵
衛

甚

吾

弥

平

嘉

平




幸

十

	
大
工
棟
梁田

中
権
内

原

孫
三

菱
岡
作
助

銀
三
両
充

中
嶋
三
左
衛
門

諸
嶋
喜
兵
衛

瓦
方
右
同味
志
八
郎
右
衛
門



畳
方
右
同村
岡
半
助

金
子
百
疋

主
従
格
足
軽
神
代
半
藏

其
方
共
儀
︑

松
原
神
社
御
年
祭
之
節
懸
り
合
︑
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
書
載
之
通

被
為
拝
領
候

一

同
日
︑
内
膳
殿
ゟ
御
蔵
方
・
寺
社
方
へ

被
相
渡
候
書
附
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足

軽

井
田
作
太
夫

勝
田
半
七

勝
田
甚
右
衛
門

東
嶋
傳
平

古
川
三
藏

納
冨
夘
助

成
冨
夘
平
次

江
頭
伊
平
次

御
酒
料
弐
貫
九
百
文
舫

御
蔵
方
部

手
男
六
人

諸
整
方
部

手
男
六
人

大
工
小
頭

幸
三
郎

左
官
右
同

要

助

久
兵
衛

畳
方
右
同

夘
右
衛
門

作

十

瓦
方
右
同

新

八

抱
職
人

正

助

清

吉



抱

男

徳
兵
衛

	
足

軽

大
嶋
清
次
郎

八
浪
清
七

御
酒
料

石
井
武
右
衛
門

壱
貫
文
舫

木
下
久
之
允

唐
川
利
助

寺
岡
久
平

夏
秋
源
助



手

男

三
人

右
之
者
共

松
原
神
社
御
年
祭
ニ

付
而

珂
︑
諸
使
其
外
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
書

載
之
通
被
為
拝
領
候

一

文
政
三
辰
六
月
十
一
日
︑
相
談
人
秀
嶋
兵
左
衛
門
ゟ

足

軽

内
川
和
右
衛
門

其
方
儀
︑
纔
之
商
売
相
営
罷
在
︑
此
節
銀
高
之
致
献
金
︑
殊
前
辺
不
少
銀

数
致
献
納
︑
毎
々
出
精
神
妙
之
者
候
段
達

上
聞
︑
新
御
歩
行
被

召
成

候

年
数
不
知
十
五
御
茶
屋
部
手
男

伊
右
衛
門

其
方
儀
︑
十
五
御
茶
屋
多
年
相
勤
夜
白
別
而

出
精
︑
前
辺
御
台
所
其
外
数

十
ヶ
年
無
懈
怠
相
勤
︑
向
以
御
用
可
相
立
者
候
段
達

上
聞
︑
足
軽
被

召
成
候

一

文
政
三
年
辰
七
月
十
二
日
︑
相
談
人
石
井
左
近
ゟ

定
金
千
両

西
五
太
夫
被
官

原

勘
右
衛
門

其
方
儀
︑
今
般
御
召
船
春
日
丸
・
吉
野
丸
御
造
替
相
成
候
趣
承
付
︑
銀
高

之
献
金
相
整
︑
殊
前
辺
も
不
寡
銀
米
致
献
納
︑
毎
々
出
精
神
妙
之
者
候
段

達

上
聞
︑
新
御
歩
行
被

召
成
候

−4−



一

同
十
三
日
︑
同
人
ゟ

定
金
千
両

千
葉
才
吉
郎
被
官

中
村
与
右
衛
門

其
方
儀
︑
此
節
御
急
銀
御
入
用
之
趣
承
付
︑
金
高
之
献
納
願
出
︑
殊
前
辺

も
不
寡
銀
数
致
献
納
︑
毎
々
出
精
神
妙
之
者
候
段
達

上
聞
︑
新
御
歩
行

被

召
成
候

一

文
政
三
年
辰
七
月
廿
四
日
︑
御
当
役
主
水
殿
ゟ
町
方
御
蔵
方
江

被
相
渡
候
書
付

−5−

妙
安
寺
小
路

染
屋
久
右
衛
門

材
木
町

檜
物
屋
藤
七

柳

町

同

源
兵
衛

材
木
町

大
工
半
兵
衛

染
屋
忠
兵
衛

多
布
施
町同

儀
兵
衛

挑
灯
屋
利
右
衛
門

桶

屋

毛
利
左
助

紙
屋
覚
右
衛
門

同

長
右
衛
門

蝋
燭
屋
清
藏

同

市

平

染
屋
長
兵
衛

同

次
右
衛
門

檜
物
屋
五
左
衛
門

仕
立
屋
勝

十

同

利

平

御
用
達

池
田
儀
兵
衛

吉
岡
和
平
太

西
村
五
平
次

嘉
村
覚
右
衛
門

川
原
傳
右
衛
門

井
手
新
兵
衛

深
川
定
左
衛
門

武
冨
順
藏

横
尾
雄
吉

高
柳
作
兵
衛

芹
田
源
兵
衛

職

人

小
野
義
左
衛
門

香
田
三
郎
右
衛
門

新
御
歩
行内

川
和
右
衛
門

足

軽

副
嶋
作
兵
衛

皆
良
田
作
兵
衛

村
山
長
右
衛
門

同

幸
次
郎

味
噌
屋
久
兵
衛

八
百
屋
与
右
衛
門

同

作

十

魚
屋
五
郎
右
衛
門

同

安
兵
衛

鳥
屋
長
兵
衛

油
屋
助
右
衛
門

乗
物
屋
久
右
衛
門

呉
服
屋
平
左
衛
門

菓
子
屋
太
兵
衛

同

市
郎
右
衛
門

唐
人
町

荒
物
屋
勘
四
郎

仏
師
屋
伊
十

名
尾
山

紙
屋
作
兵
衛

上
佐
嘉
上
郷

東
尾
崎
村
瓦
焼

武

平

十

藏

久
右
衛
門

彦
右
衛
門

竹
右
衛
門

同
郷
白
石
原
村

右

同

跡
右
衛
門

惣
左
衛
門

伊
万
里
津
別
当

永
野
弥
三
郎

上
瀧
太
兵
衛

西

弥
左
衛
門

古
川
新
内

中
嶋
文
右
衛
門

新
ヶ

江
伊
右
衛
門

野
口
七
兵
衛

松
永
義
平
次

武
冨
八
郎
次

江
原
吉
右
衛
門

高
柳
作
兵
衛

町
人
頭

武
冨
兵
次
郎

伊
東
源
兵
衛

千
綿
伊
七

中
元
寺
新
左
衛
門

銀
判
屋

中
元
寺
市
右
衛
門

新
御
歩
行野

口
源
一
郎

牟
田
佐
左
衛
門

足

軽

波
根
五
兵
衛

深
川
権
兵
衛

本
庄
町

大
財
三
郎
兵
衛

夕
日
町

合
羽
屋
喜
右
衛
門

駄
賃
町

飾
屋
新

助

金
具
屋
恒
次
郎

大
工
平

助

塗
師
屋
平

八

同

利

助



右
弥
平
次
義
珂
皿
山
代
官
成
松
万
兵
衛

申
参
委
細
案
文
貫
有
り

右
之
者
共

松
原
神
社
御
年
祭
之
節
献
備
物
等
い
た
し
︑神
妙
之
者
共
候
段
達

上
聞
︑

御
酒
被
為
頂
戴
候

一

文
政
三
年
辰
七
月
廿
日
︑
相
談
石
井
左
近
殿
ゟ

足

軽

八
木
良
左
衛
門

勤
年
数
三
十
八
ヶ
年

其
方
一
類
足
軽
古
賀
夘
右
衛
門
義
︑
御
留
守
居
与
渡
御
武
具
蔵
定
番
ゟ
︑

御
武
具
方
番
兼
相
勤
居
候
処
︑
病
気
差
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
数

十
ヶ
年
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
青
銅
五
貫
文
被
為
拝
領
候

一

文
政
三
年
辰
八
月
廿
二
日
︑
石
井
左
近
ゟ

一
類
御
歩
行

塚
本
喜
平
太

勤
年
数
二
十
六
ヶ
年

其
方
一
類
御
仲
間
中
嶋
清
吉
儀
︑
御
挟
箱
之
者
被

仰
付
︑
御
衣
裳
番
・

御
草
履
取
を
も
兼
多
年
無
懈
怠
相
勤
︑
就
中

御
登

城
等
之
節
珂
分
而

骨
折
罷
在
候
処
︑
病
気
差
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
数
十
年
格
別
御

用
相
立
候
段
達

上
聞
︑
足
軽
被

召
成
候

一

文
政
三
辰
十
月
廿
一
日
︑
相
談
人
大
塚
文
七
郎
ゟ

手
明
鑓
平
山
勘
兵
衛
二
男

平
山
利
助

其
方
義
︑
今
般
御
用
達
被

仰
付
︑
向
以
御
用
可
相
立
御
勧
旁
ニ

付
︑
達

元
新

︵
マ
マ
︶

御
歩
行
︑
切
米
被
為
拝
領
候

御
用
達

江
嶋
夘
右
衛
門

其
方
儀
︑
年
来
調
達
方
別
而

出
精
︑
其
上
当
御
時
節
柄
を
相
考
︑
銀
高
之

致
献
金
︑
殊
前
辺
毎
度
不
寡
金
高
致
献
納
︑
彼
是
神
妙
之
者
候
段
達

上

聞
︑
新
御
歩
行
被

召
成
候

一
類
七
石
坊
主
格

原
口
順
古

勤
年
数
二
十
ヶ
年

其
方
一
類
御
馬
取
原
口
小
右
衛
門
義
︑
実
体
相
勤
御
用
相
立
候
処
︑
病
気

差
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
︑
多
年
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
青
銅
五
貫

文
被
為
拝
領
候

鍋
嶋
縫
殿
助
召
仕

江
崎
藤
三
郎

四
十
九
ヶ
年

其
方
親
江
崎
源
兵
衛
義
数
十
年
無
懈
怠
相
勤
︑
御
境
川
御
取
合
筋
付
而

珂

粉
骨
差
部
御
用
相
立
候
処
︑
病
気
指
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
数
十

年
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
被
下
置
候
御
扶
持
方
之
内
︑
弐
人
御
扶
持

被
為
拝
領
候

学
四
郎
殿
家
来
相
良

源
左
衛
門
被
官

松
尾
調
兵
衛

其
方
義

御
召
船
御
造
替
相
成
候
趣
承
付
︑
当
節
銀
高
之
致
献
金
︑
殊
前

辺
数
廉
之
銀
高
献
納
調
達
を
も
い
た
し
︑彼
是
神
妙
之
者
候
段
達

上
聞
︑

新
御
歩
行
被

召
成
候
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咾

平
兵
衛

皿
山
釜
焼金

ヶ

江
弥
平
次

同

武
右
衛
門

白
山
町

麻
苧
屋
忠
兵
衛



一

文
政
三
辰
十
一
月
十
五
日
︑
相
談
人
大
塚
文
七
郎
ゟ

御
歩
行

中
嶋
忠
左
衛
門

勤
年
数
五
十
二
ヶ
年

其
方
一
類
御
歩
行
古
川
権
兵
衛
義
︑
最
初
屯
詰
偖
又
火
用
心
番
相
勤
︑
其

後
江
戸
御
留
守
居
付
彼
是
数
十
年
堅
勝
精
出
︑
其
内
ニ

珂
与
代
を
も
数
年

相
勤
罷
在
候
処
︑
病
気
差
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
多
年
別
而

骨
折

候
段
達

上
聞
︑
銀
三
枚
被
為
拝
領
候

足

軽

久
米
孫
兵
衛

勤
年
数
十
四
ヶ
年

其
方
一
類
足
軽
久
米
兵
太
夫
義
御
側
下
目
付
相
勤
︑
御
山
伐
仕
与
其
外
心

懸
厚
相
勤
罷
在
候
処
︑
病
気
差
出
快
気
不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
前
辺
別
役

を
も
相
勤
多
年
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
青
銅
三
貫
文
被
為
拝
領
候

足

軽

池
田
利
兵
衛

四
十
ヶ
年

其
方
一
類
足
軽
池
田
勘
兵
衛
義
与
代
数
十
年
相
勤
︑
御
武
具
磨
掃
除
等
念

精
を
入
相
整
︑
且
又
田
地
作
方
相
営
︑
上
納
筋
等
無
滞
厳
密
ニ

相
整
︑
村

方
貧
窮
者
共
江

珂
救
合
を
も
仕
︑
志
厚
相
勤
罷
在
候
処
︑
病
気
差
出
快
気

不
定
之
体
罷
成
候
由
︑
数
十
年
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
青
銅
三
貫
文

被
為
拝
領
候

一

同
十
七
日
︑
同
人
ゟ

足

軽

吉
冨
清
右
衛
門

其
方
儀
︑
漁
場
一
件
見
分
等
ニ

付
而

ハ
数
十
日
打
部
︑
御
手
配
筋
等
立
走

相
勤
︑
表
向
出
役
漁
場
心
遣
を
も
相
勤
︑
彼
是
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑

毎
歳
八
木
五
俵
被
為
拝
領
候

右

同

小
宮
藤
七

其
方
儀
︑
漁
場
一
件
見
分
等
付
而

珂
︑
請
持
之
筋
別
而

出
精
骨
折
候
段
達

上
聞
︑
毎
歳
青
銅
三
貫
文
被
為
拝
領
候

右

同

副
嶋
伊
右
衛
門

古
賀
七
兵
衛

其
方
共
儀
︑
見
分
使
諸
冨
滞
留
中
詰
番
相
勤
︑
引
払
之
節
珂
日
田
江

も
罷

越
︑
数
十
日
昼
夜
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
青
銅
三
貫
文
充
被
為
拝
領

候

右

同

西
久
保
郷
八

原
口
二
兵
衛

其
方
共
儀
︑
漁
場
一
件
付
而

ハ
︑
受
持
之
筋
別
而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑

御
酒
頂
戴
被

仰
付
候

一

同
日
︑
請
役
附
嘉
村
源
左
衛
門
ゟ

堤

津

市
兵
衛

其
方
儀
︑
漁
場
一
件
ニ

付
寺
井
守
庄
屋
ニ

芦
江
戸
罷
越
︑
毎
度
御
奉
行
所

へ

も
罷
出
︑
御
請
答
等
都
合
能
相
整
︑
見
分
之
節
珂
為
惣
代
被
差
出
︑
御

問
合
事
等
程
能
相
答
︑
其
後
日
田
江

も
被
差
越
程
能
相
整
︑
彼
是
始
終
別

而

骨
折
候
段
達

上
聞
︑
毎
歳
八
木
三
俵
被
為
拝
領
候
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